


ウィルスに対する不活化効果試験 ㈶畜産生物科学安全研究所　2009.4

※ウィルスの含有量は試料1mlあたりの値を記載

※公的検査機関：日本食品分析センター、京都微生物研究所、畜産生物化学安全研究所、東京食品技術研究所

感作時間（分）ウィルスの単位PPU/ml

各種機関による不活化効果及び安全性試験結果

1分

1.05×10⁵

5.02
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＞ 3.0
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≦ 1.50

≧ 3.8
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3分

9.00×10⁴
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＜ 10²

＜ 2.00

＞ 3.0
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≦ 1.50

≧ 4.0

99.990％

5.7

≦ 1.50

≧ 4.2

99.9918％

インフルエンザウィルス

平均値
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平均値

平均値
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0分

5.83×10⁴

4.77

＜ 10²

＜ 2.00

＞ 2.8

99.72％

5.4

≦ 1.50

≧ 3.9

99.981％

5.7

3.4

2.3

99.270％

コロナウィルス

試験種別

不活化効果試験

安全性試験

❶アンモニア・・・・・・・・トイレ臭成分、肉の腐敗臭

❷硫化水素・・・・・・・・・・・トイレ臭成分、卵や野菜の腐敗臭

❸トリメチルアミン・・魚の腐敗臭

❹スチレン・・・・・・・・・・・プラスティックを燃やした臭い

❺メチルメルカプタン・・・・野菜の腐敗臭

❻硫化メチル・・・・・・・・・・・・・野菜の腐敗臭

❼二硫化メチル・・・・・・・・・・・野菜の腐敗臭

❽アセトアルデヒド・・・・・・・タバコの臭い成分

入lm005入個4×L5＝スーケ1

試験内容（対象）

ノロウィルス

大腸菌・緑膿菌・MRSA ・サルモネラ

黄色ブドウ球菌・腸炎ビブリオ

マウス急性毒性試験（経口）

マウス局所刺激性試験（眼粘膜）

マウス局所刺激性試験（皮膚）

消臭効果

結果

効果実証

効果実証

異常なし

実施機関

ビジョンバイオ㈱

㈳京都微生物研究所

㈳東京食品技術研究所

パルボウィルス

本製品は新開発の安定型次亜塩素酸ナトリウム単

一製剤です。

細菌・ウイルス・バクテリアと接触することにより、

たちどころにこれ等を不活性化することで定評が

ある製品です。また、本製品は指示通りにご使用に

なれば、無味・無臭・無揮発・無漂白です。長期に品

質安定し、金属製品に非腐食性で無毒です。

安全で高濃度の遊離塩素が菌類やウイルス・臭い

の量に応じて瞬時に除菌・消臭します。

院内感染対策
医療機関の病室、処置室、救急車、

介護福祉施設

食中毒対策
飲食店・ホテル・病院等の厨房

環境浄化
ホテル客室、カラオケボックス、電車、バス、

タクシー、船舶、航空機、理容・美容室等

除菌や消臭等の衛生管理には、対象物に直接噴霧、ま

たはきれいな布に含ませて拭きあげてください。必要

に応じて水洗いをしてください。噴霧の際には対象物か

ら30cm程度離して噴霧してください。

マスクに噴霧することで感染防止になり、マスクを洗浄

することで繰り返しご使用いただけます。

● 飲食店調理室の除菌・消臭・洗浄

● 食品加工機械や食品に接触する機械の洗浄

● 食品製造工場・食材倉庫の除菌・消臭

● 病院・介護施設・老人ホームにおける除菌・消臭

● ホテル客室・ロビーの除菌・消臭

● 公共交通機関・車両・船舶の除菌・消臭

● ペットクリニックの除菌・消臭

● 乳児園・幼稚園等における除菌消臭

● 砂場の除菌

● 鶏舎・豚舎・牛舎の除菌・消臭

● 感染の予防・防止

悪臭の元となる物質を化学的に分解するので、根本的に消臭します。微生物が有機物を分解させて発生さ

せる悪臭も制御します。環境省指定の『8大悪臭』を無臭化します。

対照群

試験液

対照群

試験液

対照群

試験液

使用方法

用 途 例

SABRE Zウィルス除去 除菌・消臭に

新型インフルエンザ・ノロウィルスの感染阻止を実証！
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